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中古と中世文学における竜宮訪問のモチーフの変遷 
―浦島伝説における異界の変容を中心に―

トムシュー・アダム＊

１　はじめに

竜宮訪問を主題とした物語（narrative）は、日

本文学史上、浦島伝説をはじめ、現代に至るまで

頻繁に見られる。竜宮訪問の物語の主人公たちは、

人間界を後にし、いわゆる異界へ出発し、そこで

竜王やその娘という異界からの登場人物に出会い、

呪具をもらい、帰還する。この基本的な物語の構

造は、様々な物語に認められながら、物語の設定、

登場人物、与えられた呪具やその機能等に、ある

程度の相違が存在しており、また、物語の位置づ

けや語りの技法も、当然ながら、様々である。

上記に言及した浦島伝説は、今日、浦島太郎が

乙姫と竜宮を訪問するという展開で一般的に知ら

れていると思われる。しかし、浦島伝説に竜宮が

物語の設定になっている最古の資料は、やや後期

の室町時代の御伽草子であり、それ以前の資料に

見られる浦島の訪問先は「常世」あるいは「蓬莱」

であり、「竜宮」が見られないことに注目される。

そこで、本稿は、浦島伝説において、なぜ「常

世」あるいは「蓬莱」が「竜宮」と混同されるよ

うになったのか、という点を追及したものである。

具体的にここで取り上げるのは、浦島子伝説の最

古の資料とされる『日本書紀』、『萬葉集』巻九第

1740、『丹後國風土記』逸文「筒川の嶼子」との

３話と、『今昔物語集』巻三第十一話・巻十六第

十五話、『古事談』巻五第三十四話、『太平記』巻

十五「竜宮城鐘の事」との中古と中世の資料にお

ける竜宮訪問の説話の４話（いずれも浦島伝説で

はない）と、浦島伝説で竜宮が初めて現れる御伽

草子の『浦島太郎』、合計８話である。

物語の基本構造の予備的な比較には、Ｖ・プ

ロップの『昔話の形態学』（1928）で提案された

物語の機能の分析方法を採用する。次に、物語の

登場人物、呪具、設定との三つのカテゴリーを中

心に比較する。その結果、顕著な類似性が明らか

になるだろう。それを踏まえ、浦島伝説にみる異

界がなぜ「蓬莱」あるいは「常世」から「竜宮」

に変容していくのか、という問題を認知意味論を

採用して解明することを試みる。

２　浦島伝説と竜宮訪問との諸物語

浦島伝説を記載した資料は、上代の『日本書

紀』、『丹後國風土記』逸文、『浦島子伝』、『萬葉集』

をはじめ、多数残っている。平安時代以降も、『続

浦島子伝記』、『扶桑略記』、『古事談』等で浦島伝

説が見られ、和歌文学にも浸透していく。特に初

期のものは、中国の神仙思想の色彩が濃く、亀、

飛翔、不老不死等の道教的要素が後の資料にも認

められる。また、厳紹盪氏（1995）が指摘して

いる通り、『萬葉集』より更に古い『浦島子伝』は、

題材や文体の面で中国唐代の「伝奇」文学から強

い影響を受けており、浦島物語の形成において外

的要素の重要性が窺われる。

「竜宮」は、『妙法蓮華経』をはじめ、多数の経

典に見られ、仏教文化と共に日本へ伝わってきた

と考えられる。日本における「竜宮」の最も古い＊カレル大学大学院生
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資料とされるのは、九世紀に成立した最初の勅選

詩集『凌雲集』であり、後に美しい竜宮が薬師寺

の模範になったという記載が、『観智院本三宝絵』

に次ぐ『今昔物語集』巻十一第十七話にある。ま

た、『六度集経』と『報恩経』を出典とする『三

宝絵詞』上巻第四話にも竜宮訪問のモチーフが見

られ、『今昔物語集』巻三第十一話は『大唐西域記』

の説話に基づいているといった経緯から、竜宮の

イメージが大陸からの影響の下で発展したことが

分かる。

室町時代に成立した御伽草子『浦島太郎』以前

の資料においては、浦島の訪問先としての「竜

宮」の記事が見られない。「竜宮」が一般的になっ

たのは、江戸時代中期とされており、江戸時代末

期まで浦島の訪問先は「蓬莱」である、という意

識が残っていたと考えられている（林 2006: 115）。

なお、御伽草子『浦島太郎』にも、「蓬莱」と「竜

宮」との混同が見られる。浦島が亀姫と夫婦の誓

いをかわしてから、亀姫は、「これは龍宮城と申

す所なり」１という。しかし、物語の結末に、玉

手箱を開けた浦島は「鶴になり、蓬莱の山にあひ

をなす」という記事がある。おそらく、前者の「龍

宮城」と後者の「蓬莱の山」は、同じ場所を指す

ものだろう。

実際のところ、「竜宮」と「蓬莱」は、より早

い段階で混同されていたとされる。厳氏（1995: 

65f.）が述べているように、古代中国では、「龜」

や「龍」はいずれも崇拝の対象であり、同一視さ

れていたため、『浦島子伝』の「蓬莱仙宮」もお

そらく「龍宮」として捉えられ、亀の変身が「龍

女」として解釈されていただろう、という。また、

『釋日本紀』巻十二に言及される、既に失われて

しまった『天書』第八「（雄略天皇） 廿二年秋七

月、丹波の人水江浦島子入海龍宮
0 0

、得神仙」とい

う記事から、浦島子が「龍宮」を訪問するという

意識が奈良時代末期にあったと言ってよい。しか

し、後の数世紀に浦島伝説の資料に「竜宮」の記

事が見られなくなることから、その意識が潜在的

にあったとしても、一般的にならず、忘れられて

いただろうと考えられる。

『浦島太郎』に「竜宮」が設定されるのは、直

接な影響よりも、むしろ浦島伝説とは周辺的な関

連性を持っている（あるいはその可能性のある）、

竜宮訪問のモチーフが現われる諸物語からの間接

的な影響があったのではないだろうか。確かに、

かかる影響を証明することは不可能だろう（更に

前者と後者が相互に影響し合ったことも十分考え

られる）が、その可能性を前提に、ここで浦島伝

説の資料を竜宮訪問の資料と比較し、その共通点

について考察する。

先ず、前節で紹介した浦島伝説と竜宮訪問の資

料の８話に共通している構造が認められるか否か

との分析を行う。

基本的な構造の類似性を確認するために、ここ

では『昔話の形態学』（1928）でプロップが提案

した方法と用語を採用することとする２。プロッ

プによると、昔話の基本的な構成分子は、いわゆ

る「機能」である。機能とは、「物語の展開の面

から特定された登場人物の行動のこと」である

（Propp 2008: 26）。昔話における機能は、数が限

られており、一定の機能は、異なる物語において

名前や特質が異なる登場人物によって行われる可

能性があるが、物語の詳細が異なっても、機能自

体は変わらない。機能は、述語で表現されており、

構造を決定する（ibidem: 99）。

ここでは、先ず、対象の８話における機能を特

定し、抽出された型を記号で記載することを試み

る３。それを踏まえ、それぞれの型を比較する。

以下に、『丹後國風土記』逸文「筒川の嶼子」

の概要を述べ４、括弧に登場人物の機能を記す。

筒川の村に、水江の浦の嶼子（導入、α）がいた。

ある日、釣りに（欠如、ａ）海に出た（出発、↑）。

三日三夜が経過したが、一匹の魚も釣れず、ただ

妙な亀を釣り上げた（呪具の獲得、Ｆ）。亀が突

然乙女に変身し、仙人であることを打ち明け、嶼
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子を常世へ案内する（探し求める対象のある場所

へ、案内される、Ｇ）。

二人は常世で幸福に暮らすが、三年が経過後、

嶼子は故郷へ帰りたくなる。そこで、乙女が玉箱

をくれ（不幸か当初の欠如が解消される、Ｋ）、そ

れを絶対開けないと嶼子が約束した上、故郷へ帰

る（主人公が帰路につく、↓）。しかし、家族と

元の家をどこにも見つけられなかった嶼子は、人

間界で既に300年も経過してしまったことを知る

と、玉箱を開けてしまう。すると、玉箱から雲が

出、嶼子は乙女と二度と会えなくなる（変身、Ｔ）。

特定された機能を記号にすると、以下の型にな

る。

α ａ ↑ Ｆ Ｇ Ｋ ↓ Ｔ

残りの７話を同様に分析した結果、表１で示し

た型を抽出した。

表１が示唆するように、この諸物語には、構造

的な類似性が認められると考えられる。展開上の

共通点は、グレー色で示した。また、黒色は、報

恩譚の展開に不可欠な要素である、困難な状況に

陥った異界からの登場人物が主人公に助けられて

恩を受ける、ということを示している。具体的に、

『今昔物語集』巻三第十一話・巻十六第十五話に

おいて、蛇に変身した竜王の娘が主人公に救われ

たことと、『古事談』と『太平記』において、主

人公が竜王の敵であるムカデを負かしたという展

開である。

すべての物語に↑ Ｆ Ｇ Ｋ ↓という展開があ

り、つまり、その主人公たちは、旅に出発し（↑）、

異界の登場人物に出会い（Ｆ）、異界空間へ案内

され（Ｇ）、呪具をもらい（Ｋ）、帰還する（↓）。

初期の浦島伝説と御伽草子を比較すると、構造上、

最も顕著な相違点は、御伽草子が報恩譚にもなっ

ていることである。浦島が亀を開放してやったこ

とを恩に感じた姫が、浦島を竜宮に案内してくれ

たという展開は、『今昔物語集』巻十六第十五話

の主人公が小蛇の命を救って解放してやったこと

で、女（救われた小蛇の変身）に竜宮へ案内され

るという、同様の展開を喚起させる。

なお、登場人物、呪具、設定のカテゴリーの面

でも、類似点が多い。以下、主な類似点と相違点

を考察する。

浦島子の出会う女（亀）は、以降の物語で登場

する竜王の娘たちに類似しており、なお『萬葉

集』では、竜王と同一視される海神が女の父親と

して登場している。海神は、『古事記』上巻にお

ける「綿津見神」の宮の訪問の場面を連想させる

だろう。浦島子は、仙人たちに対して、恐怖や軽

蔑の念を持っていない。一方、『今昔物語集』巻

三第十一話で、竜は軽蔑され、巻十六第十五話と

ともに、その主人公たちは竜に対して恐怖に怯え

ていると思われる。この態度は、竜蛇が仏教文化

において貪、瞋、癡といったいわゆる三毒の象徴

とされていたことに由来するだろう、と森正人氏

（1999）が指摘した５。この意識は、『今昔物語集』

巻十六第十五話の主人公の竜に対する態度にも反

映していると思われる。しかし、『古事談』、『太

平記』、『浦島太郎』では、竜や女（亀）が軽蔑さ

れることがなく、怖ろしい存在としては描写され

ていない。また、優雅な竜宮の描写から、竜王の

権威を窺うことができる。

女または竜王がくれる呪具は、殆どの場合、箱

（あるいはその中に納めたもの）である。奈良時

代の浦島伝説の資料でこの呪具は、不幸を引き寄

せ、浦島子とその妻との再会を妨げ、更に『萬葉

集』では、浦島子が死に至るまでの害を及ぼして

いる。それに対して、『萬葉集』以降の竜宮訪問

日本書紀 α a ↑ F G
萬葉集 α a ↑ F G K ↓ T
風土記 α a ↑ F G K ↓ T
今昔3-11 α γ δ A ↑ F G D E F G K ↓ I Pr Rs T W
今昔16-15 α a ↑ D E F G K ↓ T
古事談5-34 α a ↑ F G D E H I K ↓
太平記 α a ↑ D E F G H I K ↓ T
浦島太郎 α a ↑ D E F G K ↓ T

表１　物語の構造の比較



92

トムシュー・アダム：中古と中世文学における竜宮訪問のモチーフの変遷

の物語群において、呪具は主人公に現世利益を及

ぼし、めでたいものとして描かれている。『今昔

物語集』巻三第十一話では、主人公が箱に納めた

剣で王を殺して即位する、また、『今昔物語集』

巻十六第十五話の主人公は、箱に入っていたいく

ら割ってもなくならないという魔法の「金の餅」

のおかげで裕福になる。『太平記』の主人公にも、

竜王が「巻絹一疋・鎧一領・頸結俵一つ・赤銅の

撞鐘」をくれるが、「頸結俵」からいくら取って

もなくならないとあるように、上記の「金の餅」

と同様の機能を持っていると言ってよい。また、

御伽草子『浦島太郎』において、浦島が玉手箱を

開けて鶴になったおかげで、亀と再会できるとい

う展開は、それ以前の浦島伝説の結末と対照的で

あり、めでたい結果になる点では、むしろ中古と

中世の竜宮訪問の物語に近いと言うことができる。

「常世」あるいは「蓬莱」は、海の彼方（『日本

書紀』、『萬葉集』、『丹後國風土記』）にある。また、

「竜宮」は、池の底（『今昔物語集』巻三第十一話・

巻十六第十五話）、海の底（『古事談』）、湖の底

（『太平記』では具体的に琵琶湖の底）に位置され、

いずれも水をたたえているところとの関連がある。

『浦島太郎』の「竜宮」は、海の彼方にある。す

べての物語に、人間界と異界が明確に区別されて

いる。主人公たちは、異界空間へ主導権を握って

いる超自然的登場人物に案内される。更に、『丹

後國風土記』や『今昔物語集』巻十六第十五話で

は、人間界と異界との境界で主人公が寝かせられ

る描写が見られる６。

最後に、「常世」あるいは「蓬莱」と「竜宮」

の美しい楽地としての描写は、類似しているとこ

ろが多い。『丹後國風土記』逸文の「蓬山」は、「そ

の地
つち

は玉を敷けるが如し。闕
うて な

台は 瞭
あきらかに

映
は

え楼
たかどの

堂

は玲
てりかかや

瓏けり。目に見ず、耳に聞かず。」と描かれ

ている。『今昔物語集』巻三第十一話に、「（前略）

七宝ノ宮殿有リ。金ノ木尻、銀ノ壁、瑠璃ノ瓦、

摩尼珠ノ瓔珞、栴檀ノ柱也。光ヲ放ツ浄土ノ如ク

也。」等とあり、巻十六第十五話の龍宮の宮殿も、

「皆、七宝ヲ以テ造レリ。光リ耀ク事無限シ。」等

と描写されており、主人公にとって「極楽」の

ようである。『太平記』にも同様の描写が見られ、

なお『浦島太郎』の「竜宮」も、「銀の築地を築

きて、金の甍を並べ、（後略）」と描かれている。

３ 　認知意味論からみた「蓬莱」と「竜宮」と

の混同

以上、浦島子伝説と竜宮訪問をモチーフとした

物語との共通点を確認したが、なぜ竜宮が浦島子

伝説にみる異界空間（常世あるいは蓬莱）を連想

させるのか、また、なぜ御伽草子の『浦島太郎』

に「竜宮」が現われてくるのか、という疑問は、

いまだ完全に解決できなったと思われる。この連

想を可能にしたのは、いかなる仕組みだろう。

それを解明するために、ここで認知言語学の理

論に注意を向け、特に認知言語学の意味論の根

本的な前提になっている百科事典的意味（encyclo-

pedic meaning）を紹介する。認知意味論によると、

語は、概念知識へのいわゆるアクセスポイントで

あり、百科事典的意味とは、「その語から連想さ

れる（可能性がある）知識の総体」のことである

（籾山 2014: 72）。要するに、語の意味は、背景知

識の基盤（文脈）がなければ成立しないという。

このアプローチを代表するのは、1970・80年代

に発展したCh・フィルモアのフレーム意味論と

R・レナカーが提案したドメインの理論である。

語から連想される知識の総体は、無秩序な塊り

ではなく、特定の構造をなしていると考えられて

いる。基本的には、ある語から必ず連想されると

いう中心的な知識と、特殊な文脈でしか連想され

ないという周囲的な知識との二つのカテゴリー

に分けられる（Langacker 2013: 38-42）。語の意味

は、概念的基層（conceptual substrate）を基にし

て成立し、また、この概念的基層は、直前の談話

によって引き起こされた概念、物理的・社会的・

文化的文脈、他の関連する知識のドメインから構
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成されている。比較的多数の読者による物語の解

釈において特に重要なのは、いわゆる習慣的知識

（conventional knowledge）である。習慣的知識とは、

言語共同体が広く共通している知識のことであり

（Evans, Green 2006: 217）、その共通性が高ければ

高いほど知識がより中心的になる。

フィルモアが提案したフレーム（frame）とは、

概念のレベルで長期記憶に保存された知識の構造

（あるいはスキーマ化された経験）のことである

（Evans, Green 2006: 222-230）。特定の語を理解す

るために、それ相応のフレームの知識の構造全体

が必要とされる。フレームは、その成分がいかな

る相互関係に入るのかを決定する。例えば、「訪

問者シナリオ」のフレーム７は、訪問者・主人・

訪問先等のフレーム成分（frame elements）で構

成されており、「訪問する」の意味が成立するた

めには、訪問者が訪問先の主人と会うという関係

の背景知識が必要である。

ラネカーのドメイン８の理論は、フレーム意味

論との共通点が多い。ここで注意しておきたいの

は、ラネカーによると、概念内容は、ほとんどの

場合、複数のドメインの束、いわゆるドメイン・

マトリックス（domain matrix）から構成されてい

るという点である。つまり、ドメインあるいはフ

レームは孤立せずに、相互関係の複雑な網を成し

ている本質を持っているという点である。

概念知識（ドメイン、フレーム）は、物語と同

様の構造を成していることが多く、この特質が物

語論的研究にも意識されるようになったのだと

思われる９。即ち、物語は認知の機能でもあると

言ってよいだろう。我々人間が体験している物事

は、この認知能力によって秩序立てて捉えられ

る。上記に挙げた「訪問者シナリオ」のフレーム

は、（「シナリオ」という表題から推測できるよう

に）明確に時空的な構造があり、行為者（訪問者）

が普段住んでいるところを後にし、何らかの目的

で特定の存在（主人）のところを訪問する。その

目的を果たしたら、また元の位置に帰還する。当

然ながら、浦島伝説と竜宮訪問の物語は、このフ

レームに相当する。

では、「常世」あるいは「蓬莱」と「竜宮」と

の混同が、なぜ起こっているだろう。その理由

は、「常世」または「蓬莱」と「竜宮」との語彙

単位のフレームが類似しているからであると考え

られる。表２で、対象の８話のコーパスに基づい

て（極めて限られたコーパスではあるが）、「竜

宮」という語彙単位のフレーム成分を特定するこ

とを試みた10。いうまでもなく、ここで提案した

フレーム成分のリストと成分の具体例は、網羅的

ではない。

「常世」あるいは「蓬莱」の語彙単位フレームに、

おそらく同様のフレーム成分が認められると思わ

れる。その重ね合わせによって、概念内容の混同

が起こってしまい、浦島太郎が「竜宮」を訪問す

ることになったのではないか。

４　おわりに

以上、浦島伝説の資料における「蓬莱」と「竜

宮」との混同の根源を解明することを試みた。本

稿では、上代の浦島子伝説、中古と中世における

竜宮訪問の物語と、室町時代に成立した御伽草子

『浦島太郎』を対象に、それぞれを比較し、その

共通点について考察した。位置づけが大いに異な

るこれらの物語に、顕著な構造上の類似点が認め

られ、物語の設定や登場人物にもある程度一貫し

フレーム

成分
内容の具体例

建物 門、楼、宮殿等がある

デスクリ

プター

浄土・極楽のよう、光り輝く、時間の

経過が人間界より遅い

機能
龍王やその娘が住んでいる、女に案内

される人間が訪問する

材料 七宝、金、銀、瑠璃等

通称 竜宮、蓬莱、常世等

位置 海の彼方・海（湖、池）の底

表２　「竜宮」の語彙単位フレーム
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た方向性が見いだせると考えられる。浦島伝説と

竜宮訪問の物語の資料が増えていくにつれて、こ

れらの物語に関わる習慣的知識も膨らんでいく。

この過程の説明を認知意味論に求め、「蓬莱」と

「竜宮」との混同は、いずれから連想される背景

知識によって意味が重ね合ってしまった結果であ

る、という見解を提案した。

しかし、本稿での論考はまだ不十分であり、

様々な課題が残っている。殊に、より広い範囲の

資料を調査対象に含む必要があると思われる。更

に、ここでは主に物語の内容を中心に考察したが、

焦点化といった語りの技法を検討する意義も十分

あると考えられ、今後の課題としたい。

注

１　御伽草子『浦島太郎』の引用は、大島建彦校注・

訳1976『御伽草子集』日本古典文学全集36による。

２　但し、プロップの分析方法は、いわゆる魔法の

昔話の分析に当てはまるものとして導入された一

方、本稿の対象とした資料は、魔法の昔話ではな

いため、プロップが抽出した構造の原則に逆らう

可能性が否定できない。

３　ここで、プロップ（1987：345-356）の付録Ⅰ（機
能と記号の一覧）を参照。

４　植垣節也（1997：473f.）の現代語訳を参照。
５　とはいうものの、『今昔物語集』巻十四第二十九

話にあるように、竜は仏法の守護神でもあり、竜

の捉え方は様々であった。

６　その意味に関しては、三浦（1976）が詳細を述
べている。

７　フレームのデータは、カリフォルニア大学で開

発されている、現代英語におけるフレームと語彙

単位のデータベース、FrameNetによる。詳しくは、
https://framenet.icsi.berkeley.edu/fndrupal/（2018年11
月アクセス）を参照。

８　認知ドメインとは、ある言語表現が内包する・連

想するすべての概念内容の認知領域のことである。

９　Herman（2013）はその一例である。
10　ここで、とりわけFrameNetの語彙単位データベー
スの「castle.n」を参考にした。データはhttps://
framenet.icsi.berkeley.edu/fndrupal/luIndexでアクセス
できる。
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